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§１．研究実施体制  

 

（１）「対話空間のメカニズムデザイン」グループ（立命館大学） 

① 研究開発代表者： 谷口 忠大 （立命館大学情報理工学部 教授） 

② 研究項目 

・ コミュニケーション場のメカニズム設計原理の抽出 

・ 対話空間のプロトタイプ作成 

・ 対話空間 ITサービス開発 

・ デジタルデモクラシーに向けた対話空間の検討 

 

（２）「議論の可視化手法」グループ（大阪府立大学） 

① 主たる共同研究者：中川 智皓 （大阪府立大学工学研究科 准教授） 

② 研究項目 

・ コミュニケーション場のメカニズム設計原理の抽出 

・ 対話空間のプロトタイプ作成 

・ 対話空間 ITサービス開発 

・ デジタルデモクラシーに向けた対話空間の検討 

 

（３）「自然言語処理に基づく議論の自動可視化技術」グループ（東北大学） 

① 主たる共同研究者：井之上 直也 （東北大学大学院情報科学研究科 助教） 

② 研究項目 

・ 対話空間 ITサービス開発 

 

§２．研究実施の概要  

 

コミュニケーション場のメカニズム設計論と議論の構造化・可視化技術の開発のために以下の項目に

関して研究を推進した． 

（１）コミュニケーション場のメカニズム設計原理の抽出： 各メカニズムの比較により設計変数のリ

ストを抽出して，この対比等を通した研究を行った．各メカニズムの骨格構造をより明らかにするため

にメカニズムの明確な定義を与え，擬似コード化を図ることを通じて，設計変数の抽出を行った．また，

コミュニケーション場のメカニズムの設計原理を明らかにするための学際的な学術的議論を統合し整

理を行った[1]．また，コミュニケーション場の理論化のためにゲーム理論を拡張した対話ゲームにおけ

る合理性の理論化を世界で初めて行った．さらに，設計変数の影響調査に関しては「極の数」に着目し

「件の宣言」を題材として実証的な研究を行い，多極化が参加者の積極的な発言を促すことを明らかに

すると共に，設計変数に関わる研究のあり方を示した[2]． 

（２）対話空間のプロトタイプ作成： 代表的なコミュニケーション場のメカニズムである「発話権取

引」に基づく大規模会議のメカニズムとそのモバイルアプリケーションを構築しその実践を行った．ま

た， 「発話権取引」に関しては１６人程度の規模でも ICTにより拡張することでその効果は維持され

ることが明らかになった．また，ICT技術によるコミュニケーション場のメカニズムの拡張と共に，コ

ミュニケーション場のメカニズムを用いることに寄る ICT 技術，特に AI 技術の活用促進に関して，
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PoCを行った．具体的には「発話権取引」というコミュニケーション場のメカニズムを導入することで

副作用として，会議の音声認識率が有意に向上することを明らかにした． 

（３）対話空間 IT サービス開発： 自動可視化技術の開発のための研究を推進した．パーラメンタリ

ーディベートを対象として，議論マイニングのためにクラウドソーシングのインタフェース開発を通し

たコーパスの構築を行った．また，パーラメンタリーディベートの多くの実践を通した，議論評価デー

タのコーパス構築を行った．また，深層学習を用いた論述データの分析により主張の関係推定に関して，

世界最高水準の推定技術を開発した[3]．また，論点構造化・可視化に関して本格研究に向けた論点の整

理を行った． 

（４）デジタルデモクラシーに向けた対話空間の検討： 外部識者との議論や産業分野のユーザを含ん

だワークショップ等により本格研究に向けたサービスデザインを進めた． 
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